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あらまし：学習者同士が協調して作問を行う学習活動は，与えられた問題を解くだけよりも学習内容の理

解向上に有効であるとされている．そこで，本研究では LMS である Moodle 上で，学習者が作問して，学

習者同士が互いに評価することができる協調的学習環境を開発した．本稿では，協調的学習環境の概要と

予備評価実験の結果について述べる． 
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1. はじめに 
学習した内容の知識の定着を図るために，繰り返

し問題を解かせる e ラーニングの形成的テストが利

用されている．また，学習者が問題を作る作問活動

も知識の定着に有効な方法とされ，Web を用いた支

援環境が開発されている(1)．さらに，他の学習者が

作成した問題を評価する Web 協調学習環境も開発

されている(2)(3)． 
筆者らは学習者の理解度を向上させるために，オ

ープンソースの LMS（Learning Management System ）
である Moodle を用いた e ラーニングと講義をブレ

ンドしたプログラミング教育を行っている(4)．さら

に作問活動をブレンドしたプログラミング教育を行

うために，Moodle を基盤とした作問のための協調的

学習環境を開発した． 
 

2. Moodle の作問環境 
Moodle の標準活動モジュールである小テストモ

ジュールは，教師権限のユーザが問題作成を行い，

データベースである問題バンクに登録する．しかし，

教師権限がない学習者は，小テストモジュールを用

いて問題を作成することはできない． 
そこで，本研究では教師権限のない学習者が問題

を作成して登録するための協調的学習環境を提供す

るために，協調作問学習モジュールを作成した．  
 

3. 作問のための協調的学習環境 
作問のための協調的学習環境の設計方針とその概

要について以下に示す．  

3.1 協調的学習環境の設計方針 

 学習者が学習内容に対する自分自身の理解度を

確認し，さらに理解度を高めるために，協調的学習

環境の要件を次のように考えた． 
(1)学習者が Moodle の問題作成のためのタグを意識

しないで問題作成ができること 
(2)空欄補充選択式問題とすること 
(3)誤答に対するコメントを記述させること 
(4)類似問題を作成させること 
(5)他者の問題を評価できること 

3.2 協調的学習環境の機能 

図 1 は協調的学習環境の UML（Unified Modeling 
Language）によるユースケース図である．協調的学

習環境は，Moodle の標準活動モジュールである小テ

ストモジュールとデータベースの問題バンク，開発

した協調作問学習モジュールとデータベースの作問

バンクから構成される．協調的学習環境は PHP5，
MySQL5，Apache2 が動作している Linux サーバ上の

Moodle1.9 上で稼働する． 
協調的学習環境は，学習者による問題作成機能，

学習者による相互評価機能，教師による問題登録機

能の 3 つの機能をもつ．各機能を以下に示す． 
(1) 学習者による問題作成機能 
学習者は Moodle の問題作成に必要なタグを意識

することなく作成できるテキストエディタ(5)を用い

て空欄補充選択式問題を作成する．学習者は問題タ

イトル，問題の目的，問題本文，選択肢(4 択)，誤答

に対するコメント，空欄にした出題意図を問題作成

画面から入力する．作成された問題は作問バンクに

登録され，問題プレビュー画面で実際に解答して，

確認することができる． 
さらに，学習者は 1 つの問題に対して 2 問までの

類似問題を作成する． 
(2) 学習者による相互評価機能 
 学習者は教師が作成した評価項目について，5 段

階評価とコメントを入力する．問題を作成した学習

者は，問題評価確認画面で評価された内容を閲覧す

ることができる．評価された学習者は，問題作成機

能を用いて，より良い問題にするために問題の修正
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を行うことができる． 
(3) 教師による問題登録機能 
 教師は作問バンクに登録されている問題を，

Moodle 標準の問題バンクに登録することができる．

問題バンクには，問題タイトル，問題本文，選択肢，

誤答に対するコメントがインポートされる．これに

より，学習者が作成した問題を Moodle の小テスト

モジュールで活用することができる． 
 

 
図 1 協調的学習環境のユースケース図 

 
4. 評価 

作問のための協調的学習環境を実際の教育に使用

するための予備評価実験を行った．被験者は A 高専

電子情報工学科 2 年生 43 名である．プログラミング

の講義で，被験者に作問のための協調的学習環境の

使用方法を説明した後，C プログラミングの空欄補

充選択式問題の作成および学習者同士による相互評

価活動を行った． 
実施後，作問活動や相互評価活動の有用性および

作問のための協調的学習環境の操作性についてのア

ンケート調査を行った．評価は 5 段階（5：思う，4：
やや思う，3：どちらとも言えない，2：やや思わな

い，1：思わない）で回答してもらった．表 1 にアン

ケート項目，図 2 にアンケート結果を示す． 
作問活動に関する評価では，Q1 問題を作成するこ

とは難しいと回答した学習者は 62.8％であった．Q2
理解度を向上させる，Q3 学習意欲を向上させると回

答した学習者はそれぞれ 97.7%，62.8%であった．ほ

とんどの学生が，作問活動が理解度の向上に有効で

あると思っていることがわかった． 
問題の相互評価活動に関する評価では，Q5 理解度

を向上させる，Q6 学習意欲を向上させると回答した

学習者は，それぞれ 62.8%，58.1%であった．約 60％
の学習者が，評価活動は理解度と学習意欲の向上に

有効であると思っていることがわかった． 
また，作問のための協調的学習環境の操作性につ

いては，約 70％の学習者が使いやすいと回答した． 
 

表１ アンケート項目 

 
 

 
図 2 アンケート結果 

 
5. おわりに 

学習者の理解度の向上をめざして，Moodle 上で学

習者による作問活動と相互評価活動を行うことがで

きる作問のための協調的学習環境を開発した．予備

評価実験の結果より，本環境の有用性は高いと思わ

れる．今後は，本環境を活用した授業実践を行い，

作問のための協調的学習環境の改良を行う予定であ

る．さらに，本環境を活用した教育効果も確認した

い． 
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Q1 問題を作成することは難しい

Q2 問題を作成することは学習の理解度を向上させる

Q3 問題を作成することは学習意欲を向上させる

Q4 他者が作成した問題を評価することは難しい

Q5 他者が作成した問題を評価することは学習の理解度を向上させる

Q6 他者が作成した問題を評価することは学習意欲を向上させる

Q7 他者の評価内容は適切である

Q8 他者の評価内容は素直に受け止めることができる

Q9 他者の評価内容は問題の修正に役立つ

Q10 システムの問題作成機能は使いやすい

Q11 システムの問題評価機能は使いやすい

Q12 システムの問題評価内容閲覧機能は使いやすい
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